
















































西村先生・みなさま：

本日01/30の3限、「基礎数学」（西村先生）の3学期6回め（通算26回め)を
聴講しました。教室は１E203です。出席者は、50名（前回は51名；昨年同期
は34名）＋教員1名（私）です。

内容は,
- くさび形積（wedge product）の性質。
- 古典的なベクトル解析と微分形式の対応
- grad, rot, divと外微分の対応
などについてでした。

私自身、非常におもしろかったです。これらの話題は、１学期(6/20)に伏線が
張られており、その答えがようやく明らかにされた瞬間でした。計算はやや煩雑
ですが、基本的な考え方は明快ですので、多くの学生が理解し、感動してくれた
ことと（希望的に）思います。次回はポアンカレの補題あたりでしょうか。

１年生の標準的な数学の講義で微分形式、しかも外微分までやる例というのは
私は聞いたことがありませんが、西村先生の、丁寧でシンプルで着実なやりかた
を拝見すると、決して１年生にとって無理な内容とは思えません。このような
スタイルでベクトル空間を認識して理解した学生を、次にどのように導いていく
か、というのが、我々生物資源学類の課題ではないでしょうか？

--
奈佐原　顕郎　（旧姓西田）
筑波大学農林工学系
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